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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対 象 鳥 獣 

 ニホンザル、イノシシ、ニホンジカ、ハクビシン、タヌキ、 

アナグマ、アライグマ、カラス、ヒヨドリ、カワウ、 

ツキノワグマ 

計 画 期 間   平成２８年 ４月 １日 ～ 平成３１年 ３月３１日 

対 象 地 域  横瀬町全域 

 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（平成２６年度横瀬町鳥獣被害防止計画実施状況報告書より） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品  目 被害面積 被害金額 

ニ ホ ン ザ ル 豆類、果樹、野菜等 0.51ha 1,162千円 

イ ノ シ シ 水稲、果樹等 0.13ha 49千円 

ニ ホ ン ジ カ 水稲、豆類等 0.04ha 18千円 

ハ ク ビ シ ン 果樹、野菜等 0.05ha 233千円 

タ ヌ キ 果樹等 ― ― 

ア ナ グ マ 野菜、果樹等 ― ― 

ア ラ イ グ マ 果樹等 0.09ha 215千円 

カ ラ ス 果樹、野菜等 0.03ha 168千円 

ヒ ヨ ド リ 果樹等 0.01ha 120千円 

カ ワ ウ マス等有用魚類 ― 108千円 

ツキノワグマ － ― ― 

合 計  0.86ha 2,073千円 

 

  （備考） 

・ 上記被害面積及び被害金額については、認定農業者、あしがくぼ観光果樹組合、

横瀬観光ぶどう組合、横瀬観光いちご組合及び横瀬椎茸組合の農家等を対象とし

た横瀬町独自の調査結果を反映しているため、調査対象となっていない農家にお

いて発生している被害は反映されていない。 

・ 目撃、または、痕跡等があり、被害の報告がない鳥獣についての被害面積及び

被害金額は「－」で示している。 

・ 上記被害面積及び被害金額には、植栽した若木の枝葉や林床植生の食害、樹木

の皮剥被害等、林業被害は含まれていない。 
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（２）被害の傾向 

○ 「ニホンザル」は、年間を通して根古屋地区、宇根地区及び芦ヶ久保地区に出

没し、豆類、果樹及び野菜等の農作物に被害を発生させており、その区域も苅米

地区や中郷地区の山際に拡大しつつある。また、人間の姿を見ても逃げず、威嚇

してくる個体も見られ、電線や人家の屋根に頻繁に登ることなどから、今後、人

的被害や家屋被害等も懸念されている。 

 

○ 「イノシシ」は、年間を通して横瀬町全域の山際に出没し、水稲及び果樹等の

農作物に被害を発生させている。なお、水稲については、畦畔の掘り返しや水稲

の踏み倒し等も発生している。 

 

○ 「ニホンジカ」は、年間を通して横瀬町全域の山際に出没し、水稲及び豆類等

の農作物に被害を発生させている。また、町内全域の森林において、植栽した若

木の枝葉や林床植生の食害、樹木の皮剥被害等も発生している。 

 

  ○ 「ハクビシン」は、年間を通して横瀬町全域に出没し、果樹及び野菜等の農作

物に被害を発生させている。また、人家（空き家を含む。）への侵入等、生活被

害も発生している。 

 

  ○ 「タヌキ」は、年間を通して横瀬町全域に出没し、果樹等の農作物に被害を発

生させている。また、人家（空き家を含む。）への侵入等、生活被害も発生して

いる。 

 

  ○ 「アナグマ」は、春から秋にかけて横瀬町全域に出没し、野菜及び果樹等の農

作物に被害を発生させている。 

 

○ 「アライグマ」は、年間を通して横瀬町全域に出没し、果樹等の農作物に被害

を発生させている。また、人家（空き家を含む。）への侵入等、生活被害も発生

している。 

 

○ 「カラス」は、年間を通して横瀬町全域に出没し、果樹及び野菜等の農作物に

被害を発生させている。また、ゴミ荒らしや糞被害等、生活環境被害も発生して

いる。 

 

○ 「ヒヨドリ」は、年間を通して横瀬町全域に出没し、果樹等の農作物に被害を

発生させている。 

 

○ 「カワウ」は、春から秋にかけて横瀬川流域に出没し、マス等の有用魚類に被

害を発生させている。 

 

○ 「ツキノワグマ」は、根古屋地区、宇根地区及び芦ヶ久保地区の山間部の森林

において、樹木の皮剥被害を発生させている。また、春から秋にかけて、人里へ

の出没が確認されていることなどから、人的被害も懸念されている。 

 



3 
 

（３）被害の軽減目標 

鳥獣の種類 
現状値（平成２６年度） 目標値（平成３０年度） 

被害面積 被害金額 被害面積 被害金額 

ニ ホ ン ザ ル 0.51ha 1,162千円 0.45ha 1,045 千円 

イ ノ シ シ 0.13ha 49千円 0.11ha 44 千円 

ニ ホ ン ジ カ 0.04ha 18千円 0.03ha 16 千円 

ハ ク ビ シ ン 0.05ha 233千円 0.04ha 209 千円 

タ ヌ キ ― ― ― ― 

ア ナ グ マ ― ― ― ― 

ア ラ イ グ マ 0.09ha 215千円 0.08ha 193 千円 

カ ラ ス 0.03ha 168千円 0.02ha 151 千円 

ヒ ヨ ド リ 0.01ha 120千円 0.01ha 108 千円 

カ ワ ウ ― 108千円 ― 97 千円 

ツキノワグマ ― ― ― ― 

合 計 0.86ha 2,073千円 0.74ha 1,863 千円 

 

（備考） 

 ・ 現状値（平成２６年度）の約１０％減を目標値（平成３０年度）とした。 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課  題 

捕獲等 

に関す 

る取組 

有害鳥獣捕獲事業 

武甲猟友会に事業を委託しているが、会員数 

の減少や高齢化が進んでいるため、今後、後継 

者の確保、育成が必要である。 

また、捕獲したイノシシ、ニホンジカ等の埋 

設処理は困難であり、焼却処分可能な施設も付 

近にないため、処理及び処分方法の検討も必要 

である。併せて、有効活用（ジビエ等）や鳥獣 

被害対策実施隊の設置についても検討したい。 

埼玉県アライグマ 

防除実施計画に 

基づく捕獲 

  有害鳥獣捕獲事業とは別に、埼玉県アライグ 

マ防除実施計画に基づき、特定外来生物に指定 

されているアライグマの捕獲を実施しているが、 

捕獲後の処理及び処分方法の検討が必要である。 
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防護柵の 

設置等に 

関する取組 

電気柵等 

設置の推進 

  ニホンザルの被害が発生している根古屋地区、 

宇根地区及び芦ヶ久保地区を中心に、埼玉県農 

業技術研究センター開発の電気柵「電落くん 

（埼玉方式２号）」の設置を推進しており、被 

害の減少が期待されるところである。 

しかし、設置後の維持管理が不十分な電気柵 

も見受けられることから、今後、適正な維持管 

理方法等について、電気柵設置農家に再度指導 

していく必要がある。 

（参考）電気柵設置実績 

年  度 設 置 数 設置距離 

平成２４年度 15ヶ所 2,123m 

平成２５年度 14ヶ所 1,090m 

平成２６年度 16ヶ所 1,308m 

平成２７年度 15ヶ所 1,086m 

合  計 60ヶ所 5,607m 

※ 平成２７年度については、平成２８年２月 

末時点 

ニホンザル 

に対する 

取組 

追い払い用花火 

爆竹等の交付 

地域住民がニホンザルを追い払う場合に使用 

するロケット花火や爆竹を交付しているが、音 

を鳴らすだけになっているため、鳴らしながら 

追っていく必要がある。 

しかしながら、草刈りがされておらず耕作放 

棄地となっている農地や、管理されていない山 

林等、追い払いが困難な環境となっている場所 

も見受けられるので、効果的な追い払いを実施 

するため、また、野生鳥獣の隠れ場所をなくす 

ため、耕作放棄地の解消、緩衝帯等の整備が必 

要である。 

テレメトリー調査 

  平成２２年度より無線遠隔測定法（テレメト 

リー）を活用し、ニホンザルの行動域調査を実 

施しているが、地元住民への周知方法を検討し、 

効果的な追い払い等を実施する必要がある。 

その他の 

取組 
放任果樹の除去 

放任果樹（かき、くり、ゆず等）は野生鳥獣 

の絶好の餌場になるため、所有者に適正な管理、 

また、除去について指導していく必要がある。 
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（５）今後の取組方針 

ア．電気柵等設置の推進及び設置後の適正な維持管理方法等の指導 

埼玉県農業技術研究センター生産環境・安全管理研究担当、ちちぶ農業協同

組合営農経済部営農振興課の各ご担当者様のご協力のもと、電気柵「電落くん

（埼玉方式２号）」等設置の推進、また、設置後の適正な維持管理方法等につ

いて指導する。 

 

イ．テレメトリー（無線遠隔測定法）の効果的な活用 

ニホンザルによる被害を防止するため、テレメトリー（無線遠隔測定法）を活

用して行動域調査を実施し、位置情報を地域住民や武甲猟友会へ周知することに

より、地域住民を主体とした効果的な追い払い活動及び有害鳥獣捕獲事業等を実

施する。また、追い払いに使用するロケット花火及び爆竹等を交付する。 

 

ウ．有害鳥獣捕獲事業の実施及び従事者の確保、育成 

武甲猟友会へ委託している有害鳥獣捕獲事業について、地域の被害状況等に

応じて適切、かつ、効果的に実施する。また、はこわな、くくりわな及びテレ

メトリー用受信機を貸与、貸出する。なお、有害鳥獣捕獲事業従事者、新規狩

猟免許取得者へ補助金を交付するなど、従事者の確保、育成を図る。 

 

エ．埼玉県第二種特定鳥獣管理計画に基づく個体分析調査の実施 

有害鳥獣捕獲事業で捕獲したイノシシ及びニホンジカについて、埼玉県第二

種特定鳥獣管理計画に基づき、当該計画のモニタリング調査の一環として、捕

獲した個体の個体分析調査を実施する。 

 

オ．埼玉県アライグマ防除実施計画に基づく捕獲及び個体分析調査の実施 

有害鳥獣捕獲事業とは別に、埼玉県アライグマ防除実施計画に基づき、特定

外来生物に指定されているアライグマについて、武甲猟友会員（わな猟狩猟免

状を有する者）を従事者として捕獲を実施する。また、当該計画のモニタリン

グ調査の一環として、捕獲した個体の個体分析調査を実施する。 

 

  カ．その他被害防止対策 

野生鳥獣の隠れ場所となる耕作放棄地の解消や緩衝帯の整備、また、集落に

野生鳥獣を呼び寄せる原因となる放任果樹（かき、くり、ゆず等）の適正な管

理、除去について指導する。 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

有害鳥獣捕獲事業については、引き続き武甲猟友会に委託し実施する。また、

特定外来生物に指定されているアライグマについては、有害鳥獣捕獲事業とは別

に、埼玉県アライグマ防除実施計画に基づき、武甲猟友会員（わな猟狩猟免状を

有する者）を従事者として捕獲を実施する。なお、被害を受けている農家等に対

してわな猟狩猟免状の取得を促進し、従事者の確保に努める。併せて鳥獣被害対

策実施隊の設置についても検討したい。 
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（２）その他捕獲に関する取組 

年 度 対象鳥獣 取組内容 

平成２８年度 

～ 

平成３０年度 

全対象鳥獣 

・はこわな、くくりわなの貸与、貸出 

・テレメトリー用受信機の貸与、貸出 

・有害鳥獣捕獲事業従事者へ補助金交付 

・新規狩猟免許取得者へ補助金交付   他 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

  捕獲計画数等の設定の考え方 

○ 埼玉県鳥獣保護管理事業計画及び埼玉県第二種特定鳥獣管理計画との整合性

を図りながら、適切、かつ、効果的な捕獲を実施する。 

○ アライグマ及びツキノワグマを除く各鳥獣の捕獲計画数については、過去３

年間（平成２４年度～平成２６年度）の捕獲実績、また、現在の被害状況及び

出没状況等を考慮して設定した。 

○ 特定外来生物に指定されているアライグマについては、埼玉県アライグマ防

除実施計画に基づく捕獲を実施する。 

○ ツキノワグマについては、埼玉県環境部みどり自然課より狩猟期間の捕獲自

粛について通知もあることから、人里への出没等、緊急に捕獲しなければなら

ない場合に限り、必要最小限の捕獲を実施する。 

 

対象鳥獣 
捕 獲 計 画 数 等 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

ニ ホ ン ザ ル   ３０頭   ３０頭   ３０頭 

イ ノ シ シ   ４０頭   ４０頭   ４０頭 

ニ ホ ン ジ カ  １３０頭  １３０頭  １３０頭 

ハ ク ビ シ ン   ３５頭   ３５頭   ３５頭 

タ ヌ キ   ３５頭   ３５頭   ３５頭 

ア ナ グ マ   ３５頭   ３５頭   ３５頭 

ア ラ イ グ マ 全   頭 全   頭 全   頭 

カ ラ ス   １０羽   １０羽   １０羽 

ヒ ヨ ド リ   １０羽   １０羽   １０羽 

カ ワ ウ    ５羽    ５羽    ５羽 

ツキノワグマ 必要最小限 必要最小限 必要最小限 
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対象鳥獣 捕 獲 等 の 取 組 内 容 

ニ ホ ン ザ ル 

【有害鳥獣捕獲】 

・捕 獲 手 段 ：銃器、はこわな、くくりわな 

・捕獲実施予定時期：非狩猟鳥獣であることから、狩猟期間も含 

め通年 

・捕 獲 予 定 場 所：鳥獣保護区を除く横瀬町全域 

イ ノ シ シ 

【有害鳥獣捕獲／個体分析調査】 

・捕 獲 手 段 ：銃器、はこわな、くくりわな 

・捕獲実施予定時期：狩猟期間を除き通年 

・捕 獲 予 定 場 所：鳥獣保護区を除く横瀬町全域 

ニ ホ ン ジ カ 

【有害鳥獣捕獲／個体分析調査】 

・捕 獲 手 段 ：銃器、くくりわな 

・捕獲実施予定時期：狩猟期間を除き通年 

・捕 獲 予 定 場 所：鳥獣保護区を除く横瀬町全域 

ハ ク ビ シ ン 

タ ヌ キ 

ア ナ グ マ 

【有害鳥獣捕獲】 

・捕 獲 手 段 ：はこわな、くくりわな 

・捕獲実施予定時期：狩猟期間を除き通年 

・捕 獲 予 定 場 所：鳥獣保護区を除く横瀬町全域 

ア ラ イ グ マ 

【埼玉県アライグマ防除実施計画に基づく捕獲／個体分析調査】 

・捕 獲 手 段 ：はこわな、くくりわな 

・捕獲実施予定時期：通年 

・捕 獲 予 定 場 所：横瀬町全域 

カ ラ ス 

ヒ ヨ ド リ 

カ ワ ウ 

【有害鳥獣捕獲】 

・捕 獲 手 段 ：銃器、はこわな、巣落とし 

・捕獲実施予定時期：狩猟期間を除き通年 

・捕 獲 予 定 場 所：鳥獣保護区を除く横瀬町全域 

ツキノワグマ 

【有害鳥獣捕獲】 

・捕 獲 手 段 ：銃器、はこわな 

・捕獲実施予定時期：狩猟期間を除き、かつ、緊急に捕獲しなけ 

ればならない場合に限る 

・捕 獲 予 定 場 所：人里周辺の出没地区に限る 
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（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

横瀬町全域 対象鳥獣について委譲済み 

 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容（見込み） 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

ニ ホ ン ザ ル 

イ ノ シ シ 

ニ ホ ン ジ カ 

ハ ク ビ シ ン 

タ ヌ キ 

ア ナ グ マ 

ア ラ イ グ マ 

電気柵 

 

電落くん 

（埼玉方式２号） 

 

500m 

電気柵 

 

電落くん 

（埼玉方式２号） 

 

500m 

電気柵 

 

電落くん 

（埼玉方式２号） 

 

500m 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年 度 対象鳥獣 取組内容 

平成２８年度 

～ 

平成３０年度 

全対象鳥獣 

・電気柵等設置の推進及び 

設置後の適正な維持管理方法等の指導 

・テレメトリーの効果的な活用 

 （位置情報の周知等） 

・耕作放棄地の解消 

・緩衝帯の整備 

・放任果樹の適正な管理、除去    他 
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５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は 

生じるおそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役 割 

□横瀬町 

・防災行政無線等により、住民へ注意喚起 

・パトロール等により、住民の安全確保 

・関係機関と相互連絡、情報交換 

・武甲猟友会へ捕獲等の依頼 

□横瀬町教育委員会事務局 
・横瀬町と相互連絡、情報交換 

・横瀬小学校、横瀬中学校へ注意喚起 

□秩父警察署 
・住民へ注意喚起 

・関係機関と相互連絡、情報交換 

□武甲猟友会 
・横瀬町等からの依頼を受け、捕獲等を実施 

・関係機関と相互連絡、情報交換 

□秩父環境管理事務所 

□秩父農林振興センター 

□農業技術研究センター 

・関係機関と相互連絡、情報交換 

 

（２）緊急時の連絡体制 

（例：人里周辺においてツキノワグマの出没が確認された場合） 

 

 

 

目撃者等 

 
横 瀬 町 

 

秩父警察署 

 

秩父環境管理事務所 

 

秩父農林振興センター 

 
武甲猟友会 

 

住 民 

捕獲等依頼 

相互連絡、情報交換 

通報 
注意喚起 

安全確保 
注意喚起 

横瀬町 

教育委員会

事務局 

横瀬小学校 横瀬中学校 

注意喚起 

相互連絡 

情報交換 

相互連絡 

情報交換 

 

農業技術研究センター 
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６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 秩父地域鳥獣害対策協議会 

構成機関の名称 役 割 

□秩 父 市 

□横 瀬 町 

□皆 野 町 

□長 瀞 町 

□小鹿野町 

□事業の推進、住民等への啓発 

□秩父市農業委員会 

□横瀬町農業委員会 

□皆野町農業委員会 

□長瀞町農業委員会 

□小鹿野町農業委員会 

□事業の推進、住民等への啓発 

□秩父地区猟政連絡協議会 □事業の推進 

□ちちぶ農業協同組合 □事業の推進 

□秩父広域森林組合 □事業の推進 

□秩父漁業協同組合 □事業の推進 

□埼玉北部農業共済組合 □事業の推進 

□秩父観光農林業協会 □事業の推進 

□関東森林管理局埼玉森林管理事務所 □事業の推進 

□東京大学秩父演習林 □事業の推進 

□埼玉県秩父地域振興センター □事業の推進 

□埼玉県秩父環境管理事務所 □事業の推進、対策への助言・指導 

□埼玉県秩父保健所 □ジビエの活用に関する助言・指導 

□埼玉県農業技術研究センター □事業の推進、対策への助言・指導 

□秩父市猟友会 

□武 甲 猟 友 会 

□北秩父猟友会 

□西秩父猟友会 

□奥秩父猟友会 

□事業の推進 

□埼玉県秩父農林振興センター □事務局 
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（２）関係機関に関する事項 

    該当なし 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

総合的、かつ、効果的な鳥獣被害対策を実施するため、他市町村と情報交換し

ながら、設置に向けて検討したい。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

地域住民が主体的に鳥獣被害対策を取り組む体制づくりを検討したい。 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

   イノシシ、ニホンジカ等の埋設処理は困難であり、焼却処分可能な施設も付近

にないため、処理及び処分方法について、他市町村と情報交換しながら検討した

い。また、有効活用（ジビエ等）についても併せて検討したい。 

 

 

８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

   該当なし 


